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６月麻績村教育委員会定例会議  会議録  

 

令和 7 年 6 月 3 日 (火 ) 

午前 9 時 30 分～  

地域交流センター第 3・ 4 研修室  

 

出席委員   職務代理  小山正文   委員  高野羊子  

委員  坂口曜子   委員  小松小百合  

出席職員   麻績保育園長  塚原京子   麻績小学校長  尾台弘枝  

筑北中学校長  大鷹宏彰   教育長   加瀬浩明  

次長   宮下信俊   係長  森山正一   主任  髙野智弘  

 

 

一   開会 (宮下教育次長 ) 

    令和 7 年 6 月の麻績村教育委員会定例会を始めます。よろしくお願いい

たします。  

 

二   教育長挨拶 (加瀬教育長 ) 

教 育 長: 先週の関東甲信越静市町村 教育委員会連合会総会及び研修会に出席

いただきましてありがとうございました。良い会だったと思っています。 

小学校の運動会もお疲れ様でした。土曜日からの順延でしたが、早い

判断をしていただいたので良かったと思います。周りとも足並みをそろ

えられたので良かったです。  

いよいよ議会も始まります。教育委員会にかかわる質問も出ておりま

すので後ほど次長から説明させていただきます。  

梅雨の時期であります。それぞれ健康に配慮願います。子どもたちは

外の活動ができにくい時期かと思います。外で動けないので校舎内で暴

れ た り走 り 回 っ た り し て の事 故 も 心 配 さ れ ま すの で よ ろ し く お 願 いし

ます。それでは 6 月の定例教育委員会を始めさせていただきます。  

 

三  報告  

 1）教育長報告  

 

宮下次長 : 報告事項に移ります。教育長報告をお願いします。  

教 育 長: 冒頭に申しましたが、総会及び研修会ありがとうございました。文科

から次期学習指導要領について説明がありました。今後の方針として DX
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の推進がありました。取り組んでいくことの重要性を強調されていまし

た。このような小さな村で具体的にどのような活動をしていけばよいの

か今後しっかり考えていかなければなりません。DX にかかわる研修もや

らなければならないと思います。  

JAXA の澤田さんの「はやぶさ 2」の講演も大変興味をもって聞くこと

ができました。長野県の開催ということで長野市教育委員会が中心とな

り、大変だったろうなと思います。感謝申し上げます。  

小学校の運動会お疲れまでした。早い段階での判断だったので、それ

なりの準備もできたかと思います。近隣の学校も同様の対応で、そうい

った面でも混乱なく実施できました。子どもたちの全力で取り組む姿が

とても良かったです。先生方のいろいろなところで支援をしていただい

たり、それから保護者等の大きな声援があったり良かったです。  

今年度の地区懇談会が始まっております。私も同席しておりますが、

学校や教育委員会等にかかわることが出ましたら、今後まとめて報告さ

せていただきます。  

市町村教育委員会連絡協議会の伝達事項ですが、非違行為の根絶や個

人情報の適切な管理等について繰り返し話が出ています。主幹指導主事

の 学校訪問 に つ い て 形 態 や内 容 が 今 ま で と 変わってくるということで

あります。特別支援教育の充実に向けて、それぞれの所で見直しをして

充 実 に向 け て さ ら な る 取り組 み を し て ほ し い とい う 指 導 が ご ざ い まし

た。  

６月 12 日まで定例議会となっています。一般質問は 10 日となってい

ます。  

中体連がこれから行われます。対象の生徒は多くありませんが、最後

まで一所懸命頑張れるようにご指導お願いします。以上です。  

 

 

2）子育て支援コーディネーター・保育園長・学校長報告  

 

髙 野 Ｃ Ｏ: (以下、資料に沿って説明 )。  

 

宮下次長 : それでは続いて保育園長報告に移ります。  

 

塚原園長 : (以下、資料に沿って説明 )。  

 

宮下次長 : それでは続いて小学校長報告に移ります。  

 

尾台校長 : (以下、資料に沿って説明 )。  
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宮下次長 : それでは続いて中学校長報告に移ります。  

 

大鷹校長 : (以下、資料に沿って説明 )。  

 

宮下次長 : それぞれからご報告いただきましたが、委員の皆様からご質問等あり

ますか。  

 

坂口委員 : 小学校の運動会とても子どもたちの頑張っているところを見ること

ができて良かったです。２週間程度の練習だと聞いてとても驚きました。 

学校みどりの日に参加させていただきました。初めて歩いてみて大変

だったなというのが感想です。子どもたちが良く歩いているなと感心し

ました。子どもたちにとっては大切な経験で、上級生が下の学年の子を

よく面倒を見ていました。  

参加された保護者からの要望ですが１、２年生の保護者は帰りのバス

が出ましたが、その他の学年の保護者は歩きだったので、バスに余裕が

あればお願いしたいです。  

引渡し訓練が小学校でありましたが、訓練を保小中同じ日だと保護者

は助かります。保護者にとっても訓練になります。ご検討ください。  

 

宮下次長 : 一つの意見として議論を深めていきたいと思います。  

 

小松委員 : これだけ時代が変わると不審者対策について対応していかなければ

ならないかと思いました。  

 

宮下次長 : 不審者対策の話がありましたが、昨年の議会でも学校の防犯対策につ

いて質問がありました。設備などで対策したいところがあれば仰ってい

ただければ予算確保に努めていきたいと思います。  

 

四  報告・協議事項  

（１）  教職員の任免及び人事等に関する了解事項の取り交わしについて  

（県教育委員会⇔村教育委員会）  

 

教 育 長: 県教育委員会と市町村教 育委員会で 教職員の人 事に関す る了解事項

というものがあります。長野県教育委員会の方針として教職員の人事等

について基本的には「教員の人事についてはこれを校長に立案させるこ

とが望ましい」ということになっています。特に中学校に関しては、教



4 

 

科で動くので非常に複雑で難しい状況にあります。また、それぞれの学

校規模によって教員配置の人数が決められています。小さなところだと

教科が九つあるので揃わないこともあります。そうすると複数の免許を

持っている先生に来ていただかないとなりません。校長先生は、いろい

ろな条件の中で考えていかなければならないということで、これから苦

労して決定していくわけです。それからさらに難しい状況が、教員試験

が地区別の採用に変わってきていることです。また、先生の異動の範囲

も昔と比べて全県どこでも行きますということではなくなっています。

その細かな動きの中で、この覚書ということで県教育委員会と市町村教

育委員会が了承してこの方針でやっていきましょうということで、お互

いに了解をするということになります。了解いただければ本日付で提出

したいと思います。よろしいでしょうか。  

ありがとうございます。了解をしたということで提出させていただき

ます。これから校長先生大変ですが、ご尽力いただければと思います。 

 

（２）  令和７年度  就学援助対象児童・生徒の認定について【概要説明】  

 

髙 野 Ｃ Ｏ: 今年度は 12 件の申請が出ております。小学校 4 件、中学校 8 件にな

ります。就学援助につきましては年 2 回の支給となっています。以上で

す。  

 

教 育 長: その他各委員の皆様方からですが、先に事務局より議会の一般質問に

ついてお願いします。  

 

宮下次長 : 議会の一般質問になります。教育関係は、宮下議員の質問事項１の質

問要旨 4 になります。歴史的施設や日本的な施設の活用と PR 方法とい

うところで、教育委員会で答えることがあれば答える予定です。  

宮川議員の質問事項 3 の質問要旨 2 になります。麻績城址の登山等整

備についてとなります。麻績城址が文化財なので文化財の観点から回答

したいと思います。  

清水議員の質問事項 1 の質問要旨 5 になります。村道の維持管理・安

全対策についてとなります。新入学生の通学が始まったところで、安全

対策についての質問です。ハード面の回答は振興課となります。ソフト

面での回答が教育委員会となります。交通安全教室の観点から保育園や

学校での取り組みを踏まえて回答してきたいと思います。県内いくつか

の 所 で 全生徒 ヘ ル メ ッ ト を 着用 し て 登 校 し て い ると こ ろ が あ る よ うで

す。今後自己防衛というところから検討の一つになるのかとも思います。 

教 育 長: 通学路の安全対策について 出ており ますが学校 での指導 はどのよう
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な形で行われていますか。  

 

尾台校長 : 年度当初に交通安全教室は地域の方の協力を得ながら実施していま

す。  

 

大鷹校長 : 中学校でも交通安全教室の時間をとっています。通学路の安全対策に

ついては、国道 403 号の自転車通学の子については、危ないので声はか

けています。  

 

教 育 長: 中学校の校長先生は、道路に立って毎日指導していただいています。

歩道があるところはいいのですが、歩道のないところが危険です。委員

の皆様方かあればお願いします。  

 

坂口委員 : 草刈りが遅すぎます。カーブで坂道で歩道は草だらけです。自転車通

学の生徒は車道を走っているので危険です。そこで何かあったら大事故

になります。通学路整備をお願いします。バス通学の子どもたちが、信

号待ちをしているときに、車道に近い所で待っているので危険です。私

は子どもに「早く行きたくても絶対後ろで待ちなさい」と言っています。

危険を察知する能力は、大人よりも子どもたちは鈍いと思うので、ちょ

っとしたところを親としては伝えていきたいです。学校でも信号の待ち

方や横断歩道のギリギリで待たないことなど伝えてください。  

 

小山職務代理: 日向方面の道路は広くて車の数も少ないので、スピードを出して走る

車があります。自転車の場合は、自分の後方から車が来くるので重大事

故につながる可能性が高いです。自転車の人はバックミラーで確認する

ことは難しいです。音で注意するしかないかと思います。  

 

高野委員 : 和合下田までの道路には歩道がないので危険です。自転車の通れる道

を整備してほしいと思います。小さいお子さんもいるので将来的にも必

要かと思います。子どもたちの事故があってからでは遅いと思います。 

歩行者の獣との接触が心配です。明るい時期は良いのですが、薄暗く

なるのが早い時期には特に心配です。バス停でクマの目撃もありました。

歩行者のヘルメットもあってもよいのかと思いました。  

 

小松委員 : ヘルメットの件でお願いします。先日、交通事故にあった人の話を聞

く機会がありました。交通事故では頭を守ることが大切です。やはりヘ

ルメットの重要性を感じます。万が一の時には頭のダメージが大きいこ

とを考えると検討していかなければならないと思います。  
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教 育 長: 子どもたちに事例を話すことで、考えさせる機会が必要かと思います。

そのような取り組みを考えていただき、子どもたちの意見も聞いていた

だけるとありがたいです。  

上町から天王までの通りについて、天王地区懇談会でも話題に上がり

ました。草刈りについては、村の課題としても考えているところです。

いずれにしても子どもの安全を最優先に考えなければなりません。  

 

大鷹校長 : 本校の生徒 39 人おりますが、自転車の登録している家庭が 12 件あり

ます。バス通学の登録家庭が 10 件あります。登録していますが、現実

は車での送迎の方が沢山います。登下校の見守りを地域の方にお願いす

ることもありますが、自分自身の交通安全を考えることが一番大切だと

思います  

 

宮下次長 : 今朝の市民タイムスに生坂の交通安全対策に関する PTA 要望の記事が

ありました。 PTA による陳情をすることで、保護者の声が具体に近づき

やすいのかと思いました。  

 

高野委員 : 数年前までは毎年陳情していました。  

 

五  その他  

1）  各委員から  

 

教 育 長: 委員の皆様から何かございましたらお願いします。  

 

高野委員 : 研修会に参加して感じたことは、子どもたちに夢を持たせてあげられ

る家族でありたいと思いました。  

不登校や 支 援の 必要 な子に対 し て教 材な ど環 境を 整 えて もら える こ

とで、学びに前向きになることもあります。麻績村ではよく整えてもら

っています。  

 

坂口委員 : 先日の研修会に参加して感じたことは、私の子どもが、社会に出るこ

ろには今とは全然違っているので、私の頃と同じ教育では、とてもじゃ

ないけど社会で生き抜くのは大変だなと感じました。  

AI の発達に伴って、自分のできることを見つけたり、知識を付けたり

して生きていかなければならない時代になります。現在の保育園や小中

学校で学んでいることが、自分のことを自分で決められる意思決定の力

の基礎を培う学びをしているのだと分かりました。  
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私自身も い ろい ろ頭 の中 を更 新 して いか なけ れば な らな いと 思い ま

した。私の育ってきたころのことを基準に子どもたちにいろいろ言って

はいけないと日々感じています。  

 

小松委員 : 研修会を通して感じることがありました。劇的に変化してくのだなと

思いました。今の子どもたちは、倍速の説明にもついていける力を身に

つけていかなければならないということでいろいろ勉強になりました。 

「はやぶさ」の話はとても感動しました。  

最近聞いた話ですが、とある保育の園長先生の話があります。子ども

のころに大切にしたい３つの B という話があります。没頭すること、冒

険すること、ボーっとすることが大変大切だということを聞きました。

ボーっとすることは、なかなか自分はできていないなと思いました。  

ますますデジタル化が進んでいくという研修会での話と、この３つの

B をどのように併せて体験させていけばよいのかと考えました。  

 

小山職務代理: 前回紹介いただいたテレビ番組の前段で、謝罪ビジネスというものを

やっていました。謝罪するとは失敗したから謝るのであって、失敗した

後のリカバリーが大事なのではないかと思いました。「成功は人の表面

を飾り、失敗は人の内面を豊かにする」という言葉があります。失敗し

た後のカバーが大事じゃないかと思います。  

 

 2）事務局から  

 

教 育 長: 事務局より連絡事項お願いします。  

 

宮下次長 : 6 月 30 日に小中学校でコンサートがあります。ピアノとトランペット

のコンサートになります。午前中は小学校で午後が中学校になります。

プログラムについてはこれからになります。保護者宛に案内を出す予定

です。保育園も希望があればお願いします。  

おみ図書館の令和６年度の報告と７年度の計画になります。昨年度お

み図書館 20 周年を迎えました。図書館のあゆみは深いものがあります。

小学校の大規模改修にあわせて、図書館を学校図書館と公民館図書室を

一緒にした図書館としてスタートしました。当時としては先進的な取り

組みとして行われました。図書の貸し出しよりも村民の憩いの場であり、

外に出ての活動や企画が多くありました。  

20 年間のあゆみの中で形を変え、企画がだいぶなくなってきました。

運営委員会という組織がありましたが、昨年組織をなくすことになりま

した。そこで、例年の活動報告と次年度の計画についてはこの定例会で
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説明させていただきます。図書館運営に関して村民に向けて議論が必要

なことがあれば、この場でお諮りする中で改善を図っていきたいと思い

ます。報告について以上です。  

 

3）次回予定  

    次回の定例教育委員会の日程   7 月 29 日（火）  午前 9： 30～  

 

六   閉会  

教 育 長: 以上をもちまして 6 月の定例教育委員会を閉じます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


